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共

和
国
精

神
と

ド
イ
ツ

精
神
の

対

決
と
い

う

主

題

構
成
を

持
っ

て

い

る

が
、

主
入

公
H
・

カ

ス

ト
ル

プ

の

行

程
は

、

近
代
に

お

け

る

敬
虔
主
義
の

検
証
と

し

て

理

解
で

き

る
。

後
期
の

大

作
『

フ

ァ

ウ

ス

ト
ゥ

ス

博
士
』

は、

同
期
の

ワ

シ

ン

ト

ン

講
演
〔
『

ド

イ

ツ

と

ド
イ
ツ

人
』

）

と

実
質
的
に

並

行
し

て

進
め
ら
れ

た
が

、

そ

こ

で

は、

宗

教
的
敬
虔
の

問
題
は

、

ド

イ

ツ

・

ナ

チ

ズ
ム

の

思
想

史
的
批
判
的
検
証
と

い

う
こ

の

作
品
の

巾
心

的
位

置
を

占
め

、

「

敬

虔
」

は

中

世
後
期
以

来
の

ド

イ
ツ

精
神
に

内

在
す
る

人

間
の

「

魂
」

の

原
始
的

性
格
に

由
来
す
る

も
の

と

し
て

、

本
質

的
な

批
判

を
受
け
る

。

 
ル

タ
ー

の

位
置
1
（
1）
ル

タ

ー

は

マ

ン

の

「

敬
虔
」

の

分
析
に

お

い

て

の

み

な
ら
ず

、

ド

イ
ツ

の

精

神
的

・

政
治
的
・

社
会

的
伝
統
の

分

析
に

お

い

て

最
も
重

要
な

位

置
を

占
め

て

い

る
。

マ

ン

の

ル

タ
ー

理

解
の

特
色

は
、

就
中
二

ー

チ
ェ

の

ル

タ
ー

像
に

規
定
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

ル

タ
ー

は
、

音

楽
の

精
神、

デ
ィ

オ

ニ

ュ

ソ

ス

的
な
も
の

の

出
現
と

し

て

理

解
さ
れ
、

ル

ネ
サ
ン

ス

（

サ

ヴ

ォ

ナ

ロ

ー
ラ
）

と

宗
教
改

革
（

ル

タ
ー）

は、

あ
る

共
通
し

た

力
の

発

現
と

し

て

理

解
さ

れ
る
。

M
・

ウ

ェ

ー

バ

ー、

E
・

ト

レ

ル

チ
ら
に

よ

る

新
し

い

見

解
に

は

影
響
は

受
け

て

い

な
い

よ

う
で

あ
る

。

（
2）
ル

タ

ー

は、

後
期
中
世
の

都
市
の

中
に

も

宿
り

、

神

経
症
・

ヒ

ポ
コ

ン

デ
リ

ー
・

ヒ

ス

テ

リ

ー
な
ど
に

見
ら
れ
る、

魂
の

未
解

放
な、

悪
し

き

敬
虔
性、

そ
の

原

始
的
性
格
を

継
受
し
て

い

る
。

（
3
）

ま

た

他
方

、

ル

タ

ー

は、

中
世
の

階

層
的
な

宗
教

秩
序
か

ら

の

民

衆
の

解
放

の

実
現
者、

グ
ー

テ

ン

ベ

ル

ク
と
と

も
に

精
神
の

民
主
化
の

推
進

者
と

も

理

解
さ

れ

て

い

る
。

フ

ラ

ン

ス

革

命
は

ル

タ
ー
の

こ

の

精
神
の

延
長
上
に

位

置
づ
け

ら

れ
る

。

 
ロ

マ

ン

主
義
の

中
に

潜
在
し
、

そ

の

悪
し

き

帰

結
と

し

て

の

魂
の

「

原

始
性
」

と

等

値
さ
れ

た

「

敬
虔
性
」

に

対

抗
し
て
、

マ

ン

が

積
極
的
な
価

値
と

し

て

位
置
づ

け
よ

う
と

し
た
の

は
、

新
し
い

ヒ

ュ

ー
マ

ニ

ズ
ム

理
解

と

世
界
市
民
主
義
に

対
す
る

肯

定
で

あ
る

。

神
道
思

想
の
パ

ラ

ダ

イ

ム

　
　

　
　

デ

ル

マ

ー
・

ブ

ラ

ウ

ン

の

説
を
め

ぐ
っ

て

ー

原

真

和

　

村

岡
典
嗣

（

｝

八

八

四

1
」

九
四

六
）

、

石
田
「

良
（
一

九

＝
ニ

ー
二

〇
〇
六
）
、

デ
ル

マ

ー
・

ブ
ラ

ウ

ン

∪
Φ一
日
角

ζ’

じd
旨

o
づ

β

（
一

九
〇
九

−

−）

は、

そ

れ

ぞ

れ
神
道
思
想
の

本
質
に

つ

い

て

考
察
し、

そ
れ

を

神
道

の

三

つ

の

特
質
な

い

し

パ

ラ

ダ

イ
ム

と

し

て

示

し

て

い

る
。

　

村
岡
は、

「

日

本
神
道
の

特
質
−
東
洋
思
想
に

於
け
る
日
本
の

特
質
i

」

（
一

九
三

六）

に

お

い

て
、

神
道
思
想
は

時
代
ご
と

に

多
様
性
を
示
し

て

い

る

が
、

そ
れ
に

も
か

か

わ
ら

ず
神
道
の

定
義
を

可
能
に

す

る

共
通
の

特

質
が

あ

る

と
喬
う

。

そ

の

第
一

は、

天

皇
を

尊
ぶ

帛
国
主
義、

第
二

は、

現
世
を

終
わ
り
な

き

世
と

し

て

肯
定
す

る

現
実
主

義
、

そ

し

て

第一、一
は、

明
浄
な

る

こ

と

を

尊
ぴ

、

そ

れ

を

善
し

と

す

る

明
浄
主

義
で

あ
る

．

明
浄

主

義
は

神
道
祭
祀
の

あ
り

よ

う

全
般
に

よ

く

現
れ

て

い

る
。

そ
し
て
、

こ

れ
ら
三

つ

の

特
質
は、

神
道
の

本
質
の

発
現
で

あ
り

、

日

本
的
な
る

も
の

の

主

要
な

要
素
で

あ
る

と

す

る
。

　
石
田

は
、

「

口
本
文
化

史
ー
日
本
の

心
と

形
』

（
一

九
八

九）

第
八

講、

第
三

章
に

お

い

て
、

村

岡
を

踏
ま
え
た

上
で

、

「

神
道
の

原
質

構
成
の

三

4360528）
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要
素
」

を

示

し
て

い

る
。

そ
の

第
一

を
生
活

中
心
主
義
で

あ
る

と

し
、

日

本
人
に

と

っ

て

神
は

生

命
を
生
み

出
し

、

豊
か

に

す

る
神
秘
的
な

力
で

あ

り、

祭
は

こ

の

力
の

更

新
と

増
長
を

確
認
す
る

宗
教
的
儀
礼
で

あ
る

と

す

る
。

こ

れ

は
、

村
岡
の

現
実
主

義
を

敷
衍
し
た
も
の

で

あ
る

。

ま

た
、

村

岡
の

明
浄
主

義
と

も

関
連
し
て

い

る
。

石
田
は
さ

ら
に

、

村
岡
の

皇
国
主

義
を

敷
衍
し

て
、

第
二

の

要
素、

共

同
体
主
義
と
し、

神
道
の

神
は

、

広

狭
の

差
は

あ
っ

て

も
、

特
定
の

境
域
を

占
め

る

〔
閉
め

る）

特
殊
（

冒
学

江
o
巳

母）

な

神、

共
同
体
の

神
で

あ
っ

て、

人

類
と

世
界
に

開
か

れ

た

普
遍
的
な

神
で

は
な

い

と

言
う

。

第
三

の

要
素
を、

石
田

は
関
数
主

義
と

呼
ぶ

。

神
道
は

、

本
質
的
に

は
反
ロ

ゴ

ス

的
な

思
想
で

あ
る

が
、

そ
れ
に

も

か

か
わ

ら

ず
、

そ

の

と

き
ど
き

の

有
力
な
ロ

ゴ

ス

的
思
想
で

も
っ

て

自

ら

を
表

現
し

て

き
た
。

有
力
な
ロ

ゴ

ス

的
思
想
は

時
代
と

と

も
に

変

遷
し

た

の

で、

神
道
思
想
史
に

は

非
連
続

性
が

見
ら

れ
る
が
、

そ

れ
に

も
か

か

わ

ら

ず
神
道
の

本
質
的
な
思
想
は

保
持
さ

れ
て

き
た

。

こ

の

よ

う
な
こ

と

を

石
田
は

関
数
主
義
と

呼
ぶ

。

神
道
の

神
は

そ

の

と

き
ど

き

の

共
同

体
の

生

活
意

志
の

神
格
化
で

あ
り、

日

本
人
は

価
値
の

基

準
を

共
同
体
の

そ
の

と

き
ど
き

の

生

活
の

中
に

求
め、

生

活
の

外
部
に

あ
る

永

遠
普
遍
の

も
の

に

求
め
る

こ

と

を
好
ま

な
か

っ

た
。

そ
し
て

、

神
道
こ

そ

が

つ

ね

に

日

本

思
想
・

日
本
文
化
の

「

本
体
」

で

あ
り

、

「

原
質
」

で

あ
っ

た
と
す
る

。

　

ブ
ラ
ウ

ン

は、

搴
鴨

○
匙

§
ぴ

篭

膏
鴨

募
貯

軽

ミ

§
S
§ 

§
』

袋

ミ
鴨

ト

ト

ミ
帖

§
、

ミ
§
（
巳
器
）

の

巨
賃
o

含
o
獄
o
⇔

に

お

い

て、

村
岡
と

石
田

を

踏
ま
え
た

上

で
、

日

本
の

文
化
形

成
の

パ

ラ

ダ
イ
ム

を
三

つ

示

し

て

い

る
。

そ
の

第
一

を

≦
欝
房
日

と

呼
ん

で

い

る

が
、

こ

れ
は

村
岡
の

現
実

主
義、

石
田

の

生
活
中
心
主
義
を
言
い

換
え

た

も

の

で

あ
る

。

ブ
ラ

ウ

ン

は

村
岡
の

皇

国
主

義
を

敷

衍
し

て

蔑
冨
。゚

口
。゚

∋
（
祭
司
主

義
）

と

し
、

こ

れ

を

第
二

の

パ

ラ

ダ

イ
ム

と

す
る

。

円
本
社
会
の

組
織
や
共
同
体
に

お

い

て

は
、

政
策
や

能
力
の

ゆ

え
に

で

は

な

く
、

地
位
と

権
威
の

ゆ

え

に

尊
ば

れ

て

い

る

人
が

い

て、

祭
司
的
な
指

導
力
を

発
揮
し

て

い

る

と

言
う

。

日

本
社
会
の

こ

の

よ

う
な

あ

り
よ

う
を
ブ
ラ

ウ

ン

は

℃

ユ

霧
江
 

ヨ

と

呼
ぶ

。

第
三

の

パ

ラ
ダ
イ
ム

は

O

胃
鉱
o
巳

胃
δ

ヨ

で
、

こ

れ
は

石
田
の

共
同
体
主

義
を

敷
衍
し

た

も
の

で

あ
る

。

ブ

ラ
ウ

ン

は
、

こ

れ
ら
三

つ

を
日

本
の

文

化
形

成
の

パ

ラ

ダ
イ
ム

と

し

て

い

る
が
、

そ
れ
ら

す
べ

て

を
神
道
思
想
に

起
源
を

持
つ

も

の

で

あ
る

と

し

て

い

る
。

　
私
は、

肉
毳

亀
無

曾
ミ
ミ

ミ

の

織

§
亀

貸
鳶
職

沁
職
斜
軌

§
（
b ⊃

OO

ω
）

の

．、
ω

げ

ぎ
冖

01
．

の

項

目
に

お

い

て
、

ブ

ラ

ウ
ン

を

踏
襲
し

つ

つ
、

神
道
の

特

徴
と

し
て、

＜

騨

巴一
・゚

語

羞凶
嘗
巴
囹

日

も
国

『

鉱
o

巳

醇
貯
日

を

挙
げ
た
。

差
嘗−

巴
δ
∋

は

祭
祀
主

義
と

訳
せ

る
。

神
道
は

祭
祀
に

よ

っ

て、

そ

の

生

命
を

た

え
ず
再
生
し、

保
持
し

て

き
た

。

石
田
の

言
う

関
数
主

義
の

背
景
に

は

祭
祀
主
義
が
あ
る

と

考
え
る

。

神
道
に

お

い

て

は、

原

始
時
代
に

ま
で

遡

れ

る

で

あ
ろ

う

宗
教
性
が
、

科
学
的
世
界
観
と

も
共
存
し
な
が

ら、

高
度

に

工

業
化
さ
れ
た

社
会
の

中
で、

な
お

強
い

生

命
力
を

保
持
し
て

い

る
。

世
界
的
に

見
て

も

極
め

て

興
味
深
い

こ

と

で

あ
る

。

近
世
中
期
に

お

け

る

還
俗
僧
と

「

神
道
」

井

関
　
大

介

（1529）

　
二

〇
〇
六

年
度
の

日

本
宗

教
学
会
大
会
に

お

い

て、

発
表
者
は

上
田

秋

　

　
37

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
4

成
と

本
居
宣
長
の

神
話
解
釈

論
争
を

取
上

げ
、

両
者
が

儒
仏
神
と

い

う
既
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